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年頭のごあいさつ 

宮崎県知事 河野 俊嗣 
新年を迎えて 

 謹んで新年のお喜びを申し上げます。 

 皆様には、日頃から県政の推進につきまして温かい御理解と御協力を賜り、

深く感謝申し上げます。 

 

昨年は、新型コロナウイルスの感染が世界規模で拡大し、本県においても県民生活や地域経

済に大きな影響を及ぼしました。新型コロナウイルス感染症によりお亡くなりになられた方と

御遺族に対し、謹んでお悔やみ申し上げますとともに、罹患された皆様に心からお見舞い申し

上げます。また、医療や感染症対策の最前線で昼夜を分かたず業務に従事いただいている皆様

に深く敬意を表しますとともに、コロナ対策への県民の皆様の御理解と御協力に心から感謝申

し上げます。 

今回の新型コロナウイルス感染拡大の影響により、本県の水産業も大きな影響を受けました。

県としましては、その影響を緩和するために、特に影響の大きかった養殖業に対する経営の維持・

安定をはじめ、人材確保への支援、消費喚起や生産基盤の強化など、水産関連で１５億円の補正

予算を措置したところであります。今後も、漁業者の皆様が安心して経営ができるよう、引き続

き、本県水産業の維持・発展に向け全力で取り組んでまいります。 

このほかにも、本県には、人口減少問題への対応をはじめ、激甚化する自然災害や家畜防疫

などの危機管理、生涯健康・活躍社会づくり、未来を担う人財づくりや産業振興などの課題が

山積しております。コロナの先を見据えながら、これらの課題にも引き続き全力で取り組んで

まいります。 

このような中、本県では、様々な分野で次代につながる成果が生まれています。 

昨年は、九州中央自動車道「蘇陽～五ヶ瀬東」間や、東九州自動車道の新富スマートインタ

ーチェンジ（仮称）の新規事業化が決定されるなど、交通インフラの整備が着実に進展してお

ります。 

また、県の新たな防災拠点として、大規模災害時など県民の命と財産を守る司令塔の役割を

担う「防災庁舎」が完成しました。そして、本県の陸の玄関口である宮崎駅西口に、新たなに

ぎわいの拠点として、大型商業施設「アミュプラザみやざき」や駅前広場が整備され、中心市

街地の活性化や観光・物産振興など様々な分野への波及効果が期待されております。さらに、

医療の拠点となる新県立宮崎病院の完成を予定しており、本県が持続的に発展していくための
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基盤整備や拠点づくりが着々と進んでおります。 

さて、コロナの影響で延期していた「国文祭・芸文祭みやざき２０２０」を、大会名は２０

２０のまま、今年７月３日から１０月１７日にかけて実施します。記紀・神話・神楽をはじ

め、国際音楽祭、本県の誇る国民的歌人若山牧水、魅力あふれる食など、多彩な文化資源や各

地域の特色を生かしたプログラムを予定しており、県内外に本県の魅力を発信してまいりま

す。 

同じく今年７月に延期となった東京オリンピック・パラリンピックについても、引き続き、

「縁起の良い」「結果の出る」合宿地として、本県のスポーツ環境を国内外に発信するととも

に、ホストタウン交流を展開し、新たな観光資源も活用しながら誘客を図ってまいります。 

県では、令和３年度の施策の展開に当たり、「コロナ危機の克服と新たな成長の基盤づく

り」「将来を支える人財づくり」「地域経済をけん引する産業づくり」「魅力あふれる『選ば

れる』地域づくり」という４つの柱に重点を置き、コロナ禍での様々な変化に的確に対応しな

がら、みやざきの成長につなげる取組を進めてまいります。 

さらに、水産分野におきましても、令和３年度から１０年間を計画期間とした第六次水産業・

漁村振興長期計画の策定作業を進めているところであります。新たな計画案では、「ひなた魚（イ

オ）べーション」をキャッチフレーズに、「新たな波に乗り成長する水産業」を基本目標として、

人口減少社会の波を乗り越え、技術革新や世界的な水産物の需要拡大の波に乗り、「生産環境の

技術革新と多様化」、「経営体の高収益化と流通改革」「水産資源の持続可能な利用管理」、「生

産・流通基盤の強化」の４つのひなた魚(イオ)べーションを展開することで、本県水産業の更な

る成長産業化に取り組んでまいりたいと考えております。 

 今後とも、漁業者の皆様とともに関係者一丸となって全力で取り組んでまいりますので、一層

の御理解と御協力をお願い申し上げます。 

本年が、県民の皆様にとりまして希望に満ちた明るい年となりますよう、心からお祈り申し

上げまして、年頭の御挨拶といたします。 

 

 


